
 

テーマ 「鳥取市鹿野町、鳥取市佐治町での地域活性化」 

鳥取市鹿野町、佐治町での事前調査（８月５日～６日） 

鳥取市におけるプログラム開始・市内レクチャー・町内視察（８月５日） 

今回、鳥取市での活動について、鳥取市鹿野町（３チーム）、佐治町（２チーム）の２か所に分かれて活動を

実施することになりました。明治大学・鳥取大学混成チームが４チーム、鳥取環境大学チームが１チームで構

成され、混成チームは事前調査が初顔合わせとなりました。 

 各町の総合庁舎に到着後、市担当者によるレクチャーが行われました。佐治町では、梨農家の方のお話を直

接聞けるなど大変貴重な機会となりました。その後の各町視察では、佐治町の耕作放棄地の見学や、鹿野町の

町並みを味わいながらまわりました。 

   

意見交換会（事前調査）（８月６日） 

午前中から、総合市役所担当者、市役所担当者、ＮＰＯいんしゅう鹿野町づくり協議会の方々と共に、町の

現状などを伺う機会となりました。自分たちが考えてきたプランなどを地元の方々に聞いていき、再度グルー

プでの方向性を変更するチームもありました。 

   

鳥取砂丘へ（事前調査）（８月６日） 

午後には、２地域の学生が合同で、鳥取砂丘へ向かいました。天気も 

よく、夏休み中であったこともあり、多くの方が鳥取市の誇る観光地 

「鳥取砂丘」に来ていました。参加学生たちは、「どうすれば、この観光 

客に鹿野町、佐治町に来てもらえるようになるかな～？」と考えていま 

した。さて、ここからの２週間、チームメンバーで連絡をとり、現地調 

査での準備です。 

 

鳥取市鹿野町、佐治町での現地調査（８月２７日～３０日） 

熟議①（現地調査）（８月２７日） 

事前調査からお盆をはさみ、あっという間に２週間が過ぎました。各チームとも事前調査を反映する形でプ

ランを考えてきており、その内容を各熟議参加者へぶつけていました。佐治町では、この日に民泊があり、各

家庭でも夜遅くまで調査していました。 



 

   

 

現地での取材及びグループワーク、熟議②（８月２８日・２９日） 

２日目には、午前中から調査・ヒアリング活動を行います。夕方から２地域の学生が鹿野町に集まり、地域

住民参加バーベキューを行いました。明治大学校友会鳥取県地域支部の方もご参加いただき、学生の頑張りに

期待するとのご挨拶と、旬である「二十世紀なし」の差し入れを頂戴し、参加者皆で美味しく頂きました。 

３日目も、各町内の調査・ヒアリング活動を実施。グループごとに効率よくまわることが出来るよう取材先

などを考えていました。午後には、再び熟議を実施し、政策提言の内容を高めていました。その日の夜は遅く

まで各チームとも中間発表の準備です。 

 

   

    

 

中間報告会（８月３０日） 

４日目、最終日のこの日は午後から中間発表会です。各地域とも、総合支所内の会議室において関係者・市

民らがお集まりの中、各地域の課題解決にむけた政策提言を発表しました。発表後には提言内容を受けて、各

関係者から「まだ中間発表でもあるので、最終成果報告会での具体的な提案に期待する」との講評をいただき

ました。 

 

市内視察（岸本辰雄先生胸像前での記念撮影）（８月３０日） 

過酷な現地調査、緊張した中間報告会を終えた解放感とともに、鳥 

取市に行ったら、必ず行かなくてはいけない場所、とりぎん会館前に 

ある岸本辰雄先生胸像前で記念撮影です。 

 

２地域で実施をしてきた５チーム。明治大学、鳥取大学、鳥取環境大学の学生が共に

協力し、時には競争して活性化案を考えてきました。お世話になった鹿野町、佐治町

の方々へその成果を発表します。 






